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形式的に得られ多Bayes推定量のクラスから抽出されたもので，次数々一1（々＝1，…，K）としたときの
最尤推定量わ（后）を含んでいる．さらに予測の良さを測る目的関数として，予測2乗誤差





     （々二1，2，…，K－1）
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とする．ここにδ2＝（肋一m－2）一IΣ（ツボy1）2で繰り返しのたい場合にIはδ2＝（ザK－2）一工11ツ
  ＿                             加一冊㈹112であり，夕＝（ハ）’，ハ＝パΣルである．このときクラス（1）の中で（3）を最小化する重み









               態度計量化の基礎的問題



























                 分類結果の色彩表現
                                大  隅     昇
 分類操作によって得られる情報を，グラフィカルに表現し視覚化するという試みは広く行われてきた．
デンドログラム，分類散布図，MST（Minimum SpanningTree），クラスタ楕円，metrog1yphs，pyrami－
da1representation，Face法等が良く利用されている．とくに最近は，こうした表現・表示を容易にする
ハー hウェアの環境が整備され，分類情報に限らず統計情報をグラフィクス・ディスプレイを介して簡
単に観察できる．またマイクロコンピュータ上で機能するスプレッド・シート型のソフトの多くが豊富
なグラフィクス機能を備えている．
 さらに，高品位のラスタスキャン型のカラーモニタディスプレイが廉価で利用できるようになり，“色
彩”を統計データ解析に積極的に利用しようという試みもみられるようになってきた．しかし無意味な
彩色による表示はいたずらに誤解を招くであろうし，事実それを指摘する報告もある．色彩利用の前提
として，その利用技術を十分に検討する必要があるが，実際には未解決の多くの問題がある．しかし，少
なくとも現在で利用されているもっとも一般的な“色彩モデル”に依拠した色彩利用の支援ソフトを前
提とした表現手法を考える必要がある．とりあえずできることは，既存のハードウェア対応型の色彩モ
デル（たとえば，RGBモデル）に加えて，人の色覚に対応させやすい，HLS，HSVモデルを取り入れ，
この両者の問を結ぶプログラム集合（あるいはプロセッサ）を開発し，これを通して分類結果の表現法
やデータ解析手法の検討をすすめることであろう．
 この考えに沿って，自動分類で得られる分類情報を色彩によりカラー・ディスプレイ上に視覚化する
方法をいくつか検討した．分析対象とするデータは（個体）×（変量）型の量的データであればよい．検
討した方法により次のような効果が期待できる．
 ・デンドログラムやグラフと併用して，分類手法間の比較を色彩で観察する
 ・とくに，クラスタ化の程度（あいまいか，良く分離しているか）を視察する
 ・多変量データの変量の関連性や寄与の程度を“色調”の変化として示す
 ・変量内のデータの変動を“明度差（色の濃淡）”として表す
